
本 市 の 教 育 を め ぐ る 現 状 と 課 題
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教育を取り巻く環境の変化



教育を取り巻く環境の変化 （１）人口の推移
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■全国の人口は平成２７年度以降、減少へ■

全国の人口推移

■本市は震災後の一時的な人口増加が一段落、今後減少に転じる見込み■

50

70

90

110

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

万人

1,090,454

年度

3

出典「平成27年国勢調査 人口速報集計結果」
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本市の人口推移
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教育を取り巻く環境の変化 （２）少子高齢化
■全国では2025年度には高齢化率が3割を超える■
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4出典：2015年までは総務省統計局「国勢調査結果。2020年以降は本市（まちづくり政策局）推計。

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」

■本市の高齢化率は2050年度には全国平均を上回る■



教育を取り巻く環境の変化 （３）家族形態の変容
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■世帯数は増加傾向にあるが、1世帯当たりの人員は減少傾向■
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出典「平成27年国勢調査 人口速報集計結果」
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教育を取り巻く環境の変化 （４）貧困の状況
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出典「平成28年国民生活基礎調査」



教育を取り巻く環境の変化 （５）情報化の進展

本市の児童生徒のスマートフォン・携帯電話の
所持率の推移
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１日あたりの無料通信アプリ使用時間（Ｈ31年度）

１日当たり１時間以上無料通信アプリを
使用する割合（Ｈ31年度）

■所持率や使用時間は学年が上がるにつれ、増加傾向■
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■スマートフォン・携帯電話の所持率は増加傾向■



本 市 の 現 状 と 課 題



９

本市の現状と課題 （１）自己肯定感

仙台市生活・学習状況調査における自己肯定感の推移
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■震災後大きく低下したものの近年は上昇傾向、小６～中３では震災前を上回る■
■学年が上がるにつれ、減少傾向■



本市の現状と課題 （２）学力（国語）
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本市の現状と課題 （２）学力（算数・数学）
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本市の現状と課題 （２）学力（理科）
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出典：「全国学力・学習状況調査」

※H24年度は大都市の統計が非公表のため掲載していない。



本市の現状と課題 （３）体力
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13出典：「全国体力・運動能力，運動習慣等調査」
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本市の現状と課題 （４）いじめ
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本市の現状と課題 （５）不登校
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※折れ線グラフは児童生徒の不登校発生率（単位：‰）
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本市の現状と課題 （６）就学援助

1,517 1,459 1,359 1,236 1,176 

8,839 8,320 7,854 7,480 7,066 

13.01 12.71
11.94

11.31
10.74

0

2

4

6

8

10

12

14

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H26 H27 H28 H29 H30

要保護

認定者数

準要保護

認定者数

援助率
年度

就学援助認定者数
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本市の現状と課題 （７）特別支援教育
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ハローワーク・学校紹介における市立高校の就職内定者数（各年3月末）

県内新規高卒者内定率の年別推移（各年3月末）

本市の現状と課題 （８）高校生の就職率
■県内の就職率は高水準を維持■

■市内企業への就職者は5~６割程度■

％
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外国人児童生徒就学数の推移

本市の現状と課題 （９）外国人児童生徒の状況
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本市の現状と課題 （10）教職員の勤務状況
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本市の現状と課題 （11）地域総ぐるみでの教育基盤の形成
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本市の現状と課題 （12）社会教育・歴史文化の展開

■伝統・文化の新たな発信■

「政宗が育んだ“伊達”な文化」が平成28年度「日本遺産」に認定

魅力溢れる有形や無形のさまざまな文化財群を
地域が主体となって総合的に整備・活用、
国内外に戦略的に発信していくことにより

地域の活性化を図る
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パッケージした文化財群を一体的にPR
地域住民のアイデンティティの再確認・地域のブランド化
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国 の 動 向



【 第３期教育振興基本計画（平成30年6月15日閣議決定）】※文部科学省パンフレット抜粋

国の動向 （１）第３期教育振興基本計画の策定
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国の動向 （２）新学習指導要領の実施
■中央教育審議会での議論を踏まえ、平成29年３月に学習指導要領を改訂■

■「主体的・対話的で深い学びの実現」に向け、令和２年度から段階的に全面実施■

１ 改訂の考え方

プログラミング教育 外国語教育の充実
・「聞くこと」「読むこと」「話すこ
と」「書くこと」の力を総合的に育む。

「特別の教科」道徳
・自分ごととして「考え、議論する」
授業などを通じて道徳性を育む。

２ 新たに取組むこと、引き続き重視すること

○ 子どもたちに求められる資質・能力を社会と共有し、連携する「社会に開かれた教育
課程」を重視しつつ、未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成

○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現により、知識の理解の質を高め、確かな学力を育成

○ 道徳教育の充実や体験活動の重視、体育・健康に関する指導の充実により、豊かな心や
健やかな体を育成

言語能力の確実な育成 伝統や文化に関する教育の充実

主権者教育

・コンピュータがプログラムによって働
き、社会で活用されていることを体験

理数教育

消費者教育

・国語を要として、すべての教科等で
子供たちの言葉の力を育む。

・我が国や郷土が育んできた日本
の伝統や文化を学ぶ。

・社会の中で自立し、他者と連携・協働
して社会に参画する力を育む。

・観察、実験などにより科学的に探究す
る学習活動や、データを分析し、課題を
解決するための統計教育を充実。

・契約の重要性や消費者の権利と責任な
どについて学習し、自立した消費者とし
て行動する力を育む。

特別支援教育
・幼児期から高等学校段階まで、全ての
学校で障害に応じた指導を行い、一人一
人の能力や可能性を最大限に伸ばす。



新型コロナウイルス感染症への対応
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新型コロナウイルス感染症への対応 － 教育委員会の対応状況 －

臨時休業期間中の預かり状況
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■3/2から市立学校を臨時休業，その後感染拡大の状況を踏まえ5/31まで休業を延長■
■この間、学校での感染予防対策や、休業中の児童生徒へのきめ細かな対応を実施■
（１）学校の臨時休業

3/2～3/24、4/8～5/31の期間で休業を実施

（２）臨時休業に伴う児童生徒への対応
■ 学校での居場所確保（預かり）
小１～小３（４月以降小４含む）児童・特別支援学級在籍
児童生徒について、常の在校時間による預かりを実施

① 学習支援
・ 訪問等による学習プリントや「週間計画表」等の配布と、
プリント等の返送による家庭学習状況の把握

・ 学校や教育委員会ＨＰへの、学習アドバイスや
キャリア教育に関係する動画コンテンツの掲載 など

（３）学校における感染予防の徹底

■ 感染症対策用品の配備
学校再開も見据え、児童生徒の感染防止に必要となる
手洗用石鹸液や手指消毒用アルコール等について、
教育委員会にて調達し学校へ配布

■ 感染症対策の徹底
手洗い・咳エチケット等の基本的な感染予防行動を
徹底するとともに、会議や打ち合わせなどで、
いわゆる「三密」の防止するなどの対策を実施

③ 心身のケア
・ 担任からのメッセージカードの送付
・ 担任等による電話連絡や、訪問による声がけの実施 など

■ 児童生徒への支援

② 体力づくり
・ 手軽にできる運動を紹介したリーフレットの配布
・ 在仙プロスポーツ団体等による運動不足解消のための
動画コンテンツの掲載 など
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